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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❿

久
万
高
原
町
の
現
況

　

愛
媛
県
上か
み
う
け
な
ぐ
ん

浮
穴
郡
久
万
高
原
町
は
、
平

成
16
年
に
上
浮
穴
郡
内
４
ヵ
町
村（
久く
ま
ち
ょ
う
万
町
、

面お
も
ご
む
ら
河
村
、
美み
か
わ
む
ら
川
村
、
柳や
な
だ
に
む
ら

谷
村
）
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。
当
町
は
、
愛
媛
県
の
中
間
に

位
置
し
総
面
積
５
８
，３
６
９
ha
の
県
下
最

大
の
面
積
を
有
し
、
そ
の
内
森
林
面
積
は

５
２
，５
１
８
ha（
森
林
率
90
％
）、
民
有
林

面
積
４
３
，３
６
８（
82
％
）と
い
う
山
林
に

覆
わ
れ
た
町
で
す（
図
１
参
照
）。

　
当
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

久
万
広
域
森
林
組
合
及
び
当
町
と
愛
媛
県
の

連
携
に
よ
る
提
案
型
施
業
地
集
約
化
事
業

「
久
万
林
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
年
間

集
約
面
積
概
ね
１
，０
０
０
ha
）に
よ
り
森
林

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
家
林
家
を
中
心
と
し
た
個
人
所

有
林
に
お
け
る
自
伐
施
業（
年
間
推
計
５
万

㎥
）も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て

域
内
の
素
材
生
産
量
は
年
間
概
ね
20
万
㎥
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
林
業
総
生
産
額
は
概
ね

25
億
円
で
あ
り
、
林
業
は
町
の
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。

　

林
業
成
長
産
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
29
年
に
当
町
は
、
林
野
庁
事
業「
林

業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」
の

モ
デ
ル
地
域（
全
国
16
ヶ
所
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
選
定
に
先
立
ち
、
当
町
で
は

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
地
域
構
想
で
は
、「
林
業
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
①
森

林
資
源
か
ら
木
材
製
品
ま
で
の
物
流・
商
流

の
一
元
化
、
②
森
林
経
営
者
を
含
む
担
い
手

の
確
保・
育
成
、
③
町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
利
用
拡
大
、
④
森
林
の
多
面
的
利
用
推
進
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「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」を
背
景
に

産
学
官
の
連
携
を
通
し
て
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
進
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注
も
視
野
に
入
り
ま
し
た（
図
４
参
照
）。

　
加
え
て
、
施
業
現
場
に
お
け
る
日
々
の
木

材
生
産
量
や
作
業
進
捗
状
況
を
受
発
注
者
間

で
共
有
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、

需
要
側
の
求
め
る
造
材
を
行
う
な
ど
、
需
給

関
係
に
沿
っ
た
生
産・
流
通
体
制
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す（
図
５
参
照
）。

（
２
）	 森
林
経
営
者
を
含
む
担
い
手
の
確
保・

育
成

　
兼
業
林
家
や
一
人
親
方
な
ど
こ
れ
ま
で
正

確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
林
業
従
事
者

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
で
将
来
的
な
林
業
の
担
い
手
確
保
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
を
中
心
に
森
林
に
興

味
を
持
つ
方
を
対
象
と
し
、
森
林
経
営
の
基

本
事
項
を
学
ぶ
た
め
の
森
林
経
営
講
座
と
林

業
の
基
本
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
実
習
を
愛
媛

大
学
や
愛
媛
県
と
連
携
し
て
開
設
し
て
い
ま

す
。

（
３
）	町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
利
用
拡
大

　
町
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
的
に
、
法
政
大

学
と
連
携
し
て
、
機
能
性
の
高
い
木
造
住
宅

を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
の
販
売
に
関

連
し
て
現
在
、
町
内
の
原
木
市
場
と
製
材
工

場
、
そ
し
て
愛
媛
県
下
の
建
築
事
業
者
が
連

携
し
て
部
材
供
給
を
行
え
る
体
制
整
備
を
目

指
し
て
い
ま
す（
写
真
１
参
照
）。

　
ま
た
、
町
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

中
国・
台
湾
を
中
心
に
当
町
で
生
産
さ
れ
る

製
材
品
・
木
製
品
の
中
で
も
高
付
加
価
値
な

商
品
に
つ
い
て
輸
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
４
）	森
林
の
多
面
的
利
用
推
進

　
当
町
の
魅
力
と
主
力
産
業
で
あ
る
林
業
・

製
材
業
へ
の
都
市
部
住
民
の
理
解
醸
成
を
目

的
と
し
た
林
業
体
験
ツ
ア
ー
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

愛
媛
県
内
の
建
築
事
業
者
と
も
連
携
し
、
町

産
材
の
魅
力
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す（
写
真
２
参
照
）。

お
わ
り
に

　
モ
デ
ル
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
委

員
会
を
設
置
し
、
町
内
の
林
業・
製
材
業
関

係
者
の
他
、
愛
媛
大
学（
森
林
、
林
業
）や

法
政
大
学（
木
材
利
用
、
建
築
）と
い
っ
た
大

学
、
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
金
融
機
関
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
林
業
と
は
あ
ま
り
関
わ
り

の
な
か
っ
た
企
業
、
そ
し
て
愛
媛
県
や
愛
媛

森
林
管
理
署
な
ど
の
広
域
行
政
機
関
も
参

画
し
て
、
こ
れ
ま
で
は「
中
山
間
部
の
問
題
」

と
し
て
の
み
捉
え
が
ち
に
さ
れ
て
き
た
課
題

を「
都
市
部
も
含
め
て
共
に
解
決
す
る
方
法
」

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

と
い
う
４
つ
の
目
標
を
立
て
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
産
官
学
民
連
携
に
よ
る「
地
域

総
合
商
社
」
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す（
図
３
参
照
）。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

（
１
）	 森
林
資
源
か
ら
木
材
製
品
ま
で
の

	

物
流・
商
流
の
一
元
化

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
撮
影
し
た
高
精
細
画
像

（
４
Ｋ
）を
分
析
し
、
森
林
資
源
量
を
把
握
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
開
発

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
森
林
調
査

に
係
る
労
力
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
と
同
時

に
、「
森
林
資
源
量
＝
立
木
在
庫
量
」
も
把

握
可
能
と
な
り
、
在
庫
に
基
づ
く
事
業
受
発

図４

図５

▲▼写真２　久万林業応援団の育成

写真１　機能性の高い木造住宅
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